
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ９/１２ 木 簡単なステップの練習 

２ ９/２６ 木 前回の復習と曲に合わせて踊ります。 

 

◆日 時◆ ９月１２日、２６日、（木） 

      １０：００～１２：００（全２回） 

◆場 所◆ 五島協働センター１Ｆ 児童室 

◆定 員◆ 成人６人 

◆講 師◆ 川口 澄子先生 

◆持ち物◆ 水分補給用の飲み物、汗拭き用タオル 

 

ゆったりしたハワイアンソングを聴きながら、こころと身体をリラックス❢ 

身体を動かして、健康・認知症予防・ストレス解消❢ 

地域文化セミナー 

曲に合わせて身体を軽く動かしませんか❢ 

フラダンス講座 

令和 ６ 年 ８ 月 ５ 日  号 
浜 松 市 五 島 協 働 セ ン タ ー 
浜松市中央区福島町２４２－１ 
T E L  0 5 3 - 4 2 5 - 9 1 4 7 

 回 覧  Ｎｏ．８ 
市  委  託  中 央 区  南 第 ４ 号 

※いずれかの方法で、「氏名」「住所」「電話番号」を教えてください。 

① 電話(425-9147)及び窓口  月～土 8:30～17:15 日・祝を除く。 

② QR からお申込みください。 

受付期間 ８月５日（月）9 時 から ８月３０日（金）１６時まで 

当落結果は ９月２日(月)から９月４日(水)  

       当センター窓口またはお電話でご確認ください。 

         ※定員を超えた時は抽選になります。  



 
 

 

 
 
 

 

五島協働センターのコミュニティ担当職員の吉田です。コミ担とはコミュ

ニティ担当職員の略です。地域の皆様へ、耳寄りな情報をお伝えします！ 

五島協働センターで活動している『五島歴史クラブ』の協力のもと、

ジェームズ・ペイトン号遭難事件についてまとめた冊子『波濤』が完成

しました！ 

 

ご希望の方は、無料で差し上げていますので、協働センター窓口にお

申し出ください。月曜から土曜の８時３０分から１７時１５分（祝日を

除く）数に限りがありますので、ひとり１部とさせていただきます。  

在庫がなくなり次第、配布は終了いたします。 

ジェームズ・ペイトン号

遭難事件とは… 

 

1875 年（明治 8年）8 月

10 日、イギリス帝国の一

隻の帆船が福島村（現・

中央区福島町）の海岸で

座礁。船を発見した当時

の村人たちは、力を合わ

せて船員たちを救助しま

した。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ９/25 水 【クラフトバンドのカット・底辺の作成】 

2 10/2 水 【小物入れの側面の作成】 

3 10/9 水 【小物入れ用アクセサリーの作成】 

 

◆日 時◆ ９月２５日、１０月２日、９日、（水） 

      １３：００～１５：００（全３回） 

◆場 所◆ 五島協働センター２階 講座室 

◆定 員◆ 成人１０人 

◆講 師◆ 大石 美津江 先生 

◆参加費◆ １，０００円（材料費） 

◆持ち物◆ ハサミ、木工用ボンド、定規、筆記用具、 

マスキングテープ、洗濯ばさみ（10 個程） 

今年はクラフトバンド（紙バンド）で 

クリスマスで使える赤い靴の小物入れを作ります。 

スティックシュガーを入れたり、 

紙ナプキンを入れたりさまざまな場面で使えます。 

 

地域文化セミナー 

 

で作る小物入れ 講座 

申し込み方法 
 

○受付は、回覧をご覧になった時から 9 月 11 日（水）16 時まで 

※いずれかの方法で、「氏名」「住所」「電話番号」等を教えてください。 

① 電話(425-9147)及び窓口  月～土 8:30～17:15 祝日を除く 

② QR から必要事項を入力しお申込みください。 

○締切  9 月 11 日(水) 16 時  ※申込み多数の場合は抽選になります。 

○当選結果は締切後 9/12（木）～ 9/13（金）の間 

当センター窓口、または電話にてご確認ください 

先着順ではありません。 

 

 

 

縦 

約
10
㎝ 

横 10 ㎝ 

靴のサイズ 12 ㎝ 

クラフトバンド 

令和 ６ 年 ８ 月 ５ 日 号 
浜 松 市 五 島 協 働 セ ン タ ー 
浜松市中央区福島町２４２－１ 
T E L  0 5 3 - 4 2 5 - 9 1 4 7 

 回 覧  Ｎｏ．９ 
市 委 託 中央区 南第４号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「コミュニティ・スクール」とは？ 

「コミュニティ・スクール」とは、学校運営に地域住民や 

保護者の多様な視点や力を取り入れ教育効果を高める仕組 

みである「学校運営協議会制度」を導入している学校の 

ことです。 

 五島地区では、南の星小学校、江南中学校で 

学校運営協議会を設置しています。 

 学校運営協議会で熟議した「学校の教育活動に必要な支援」を実現するため、

学校支援コーディネーターと協働センターのコミュニティ担当職員が連携し、地

域人材の発掘、支援の企画・調整などを行っています。 

学校が必要としている支援（下記）について、お手伝いをしてみたい、興味があ

るという方・団体を募集しています！！  五島協働センター ☎425-9147 

 

 

 

 

 

 
 

上記以外にも、ご自身の知識や経験を活かして学校支援活 

動をしてみたいという方を募集していますので、詳しくは 

五島協働センターのコミュニティ担当職員（吉田）または 

コミュニティ担当アドバイザーまでご連絡ください。 

【五島地区の学校運営協議会で必要とされそうな支援内容（例）】 
 

 ●花・野菜の育て方のアドバイス  ●各種スポーツ指導の補助 

 ●ミシン・裁縫指導の補助     ●書き初め指導の支援 

 ●職場体験の受け入れ       ●地域学習の支援   など 
 

◎学校支援活動に参加してみませんか？ 


